
 

  

 

琉球⼤学⼯学部後援会 

令和３年度 

総会・議案資料 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

総 会：書⾯開催 

 

懇親会：中 ⽌ 
 



 

 

⽬ 次 
 

 

 

令和３年度琉球大学工学部後援会総会       3 
 
（第１号議案） 
令和２年度琉球大学工学部後援会事業報告承認の件      4 
 
（第２号議案） 
令和２年度琉球大学工学部後援会収支決算承認の件      5 
 
会計監査報告          6 
 
（第３号議案） 
令和３年度琉球大学工学部後援会役員（案）について     7 
 
（第４号議案） 
令和３年度琉球大学工学部後援会事業計画（案）について     8 
 
（第５号議案） 
令和３年度琉球大学工学部後援会予算（案）について     9 
 

 

資  料 

資料 A 琉球大学工学部後援会会則      10 
資料 B 琉球大学工学部後援会会員一覧      11 
資料 C 令和 2 年度 新規加入会員一覧      15 
資料 D キャリア形成支援セミナー及び就職説明会     16 
資料 E 国際インターンシップ助成事業                             19 
資料 F  研究交流事業および令和 2 年度の事業報告     21 
資料 G 令和 2 年度 琉球大学工学部後援会補助による学会発表等の状況  24 
資料 H 令和 2 年度 会員企業への就職学生数        34 
資料 I  過去 6 年における会員企業への就職学生数推移       35 
資料 J  企業冊子（会員企業紹介）（案）      36 
資料 K 工学部 SNS の紹介                            37 
 
 



 

 
 

3 

 
 

令和３年度 

琉球⼤学⼯学部後援会 

総 会  

（書⾯開催） 
 

 

 

1. 議  案 

 

第 1 号議案 令和２年度事業報告承認の件 
 

第 2 号議案 令和２年度収支決算承認の件（監査報告書） 
 
  第 3 号議案 令和３年度役員（案）について 
 
  第 4 号議案 令和３年度事業計画（案）について 
 
  第 5 号議案 令和３年度予算（案）について 
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第１号議案 

令和２年度 琉球⼤学⼯学部後援会事業報告 
（令和２年７月１日～令和３年 6 月 30 日） 

 
No. 月  日 事       項 備    考 

1 ７月２９日 会 議 
令和２年度琉球大学工学部後援会理事会 

場所：琉球大学工学部小会議室 
開催時間：午後 2 時 30 分～ 
参加者：13 名 

2 ８月 会 議 
令和２年度琉球大学工学部後援会総会 書面開催 

3 １０月 
２４・２５日 沖縄の産業まつりへの参加 オンライン開催であったため補

助なし。 

4 1２月 
９・１６日 キャリア形成⽀援セミナー 

場所：地域創生総合研究棟 
参加学生：２７９名 
完全予約制とし対面で実施 

5 ３月 
２・３日 就職説明会 

場所：地域創生総合研究棟 
参加学生：４４６名 
完全予約制とし対面で実施 

6 随時 
⼤学内の研究活動の紹介 
工学部の教員や学生の活動および研究・

開発の紹介 

工連ニュースを通して、工学部

の研究教育活動を発信した。 

7 年数回 後援会のニュースを発⾏ 
本会のニュースを発行し、Web
サイトにより後援会及び工学部

の活動を発信した。 

8 随時 

⼯学部及び理⼯学研究学⽣への研究補助 
学部学生（工学科７コース） 
博士前期課程（４専攻） 
博士後期課程（総合知能工学専攻、生産

エネルギー専攻） 

学部生・大学院生の研究発表及び

研究活動について補助した。 

9 随時 ⼯学部の教育事業への補助 
資格試験の受験料・参考書代、講

演会等を補助した。 

10 随時 ⼯学部運営・整備補助 

大学共通試験運営対応費、個別試

験運営対応費、エコクリーンデー

対応費、JICA 対応費等を補助し

た。 

11 随時 国際インターンシップ助成事業 新型コロナウイルス感染拡大の

ため中止。 

12 随時 研究交流事業 会員団体・企業と琉球大学工学部

の技術交流事業 5 件を補助した。 
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第２号議案 

令和２年度 琉球⼤学⼯学部後援会決算報告 
（令和２年７月１日～令和３年６月３０日） 

1. 収入の部 
項 目 ２年度予算額 ２年度決算額 差額 備    考 

1. 会費 

・団体会費 

・寄    付 

・懇親会費 

・繰入れ金 

9,715,639 

6,850,000 

200,000 

0 

2,665,639 

8,915,639 

6,250,000 

83,000 

0 

2,665,639 

△800,000 

△600,000 

△117,000 

0 

0 

 

 

5 万円×125 口 

 

 

令和元年度より繰入れ 

2. 雑収入 

・雑収入 

361 

361 

38 

38 

△323 

△323 

 

利息 

計 9,716,000 8,998,677 △717,323  

 
2. 支出の部 

項 目 ２年度予算額 ２年度決算額 差額 備    考 

1. 会議費 

 ・理事会費 
 ・総会費 
 
2. 事業費 

・地域交流補助 
 
・広報・就職説明会 

  活動費 
 
・教育・研究 
  活動補助 
・特別教育研究 

  活動費 
 ・学部運営補助費 
 ・学部整備補助費 
 
・国際インターン 

  シップ助成事業 
 ・研究交流事業 
 
3. 運営費 

 ・事務管理費 
 ・事務補助費 
 
4. 予備費 

 

40,000 

10,000 

30,000 

 

6,900,000 

200,000 

 

400,000 

 

 

3,000,000 

 

1,200,000 

 

50,000 

50,000 

 

1,000,000 

 

1,000,000 

 

180,000 

60,000 

120,000 

 

2,596,000 

89,598 

2,854 

86,744 
 

5,380,640 

0 

 

80,640 

 

 

3,000,000 

 

1,200,000 

 

50,000 

50,000 

 

0 

 

1,000,000 

 

177,420 

57,420 

120,000 

 

3,351,019 

 

49,598 

△7,146 

56,744 

 

△1,519,360 

△200,000 

 

△319,360 

 

 

0 

 

0 

 

0 

0 

 

△1,000,000 

 

0 

 

△2,580 

△2,580 

0 

 

755,019 

 

理事会・総会に関わる費用(ア

ルバイト代を含む) 

総会資料郵送料 

 

 
産業まつりがオンライン開催と

なり補助はなし。 
ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾐﾅｰ(12 月)およ

び就職説明会(3 月)費用（アル

バイト代含む） 

75 万円×4 系(機械系・電気系・

土木建築系・情報系) 

資格試験受験料と参考書等への

補助（30 万円×4 系） 
工学部事務部 

工学部事務部 

 
新型コロナウイルス感染拡大に

ともない未実施のため  
20 万円×5件 
 
 

印刷関連用品 
事務補助員 

 

令和３年度へ繰り越し 

計 9,716,000 8,998,677 △717,323  
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第 3 号議案 

 

令和３年度 琉球⼤学⼯学部後援会役員（案） 
 

 Tel Fax 
会 長 島袋 清人 沖縄電力（株）代表取締役副社長 (859-6191)(859-6193)  

副会長 平良 辰二 (株)沖縄環境保全研究所代表取締役 (934-7020)(934-7021)  

 〃 下里 哲弘 琉球大学工学部副学部長 (895-8666)(895-8677)  

理 事 米須  義明 沖縄県商工会連合会会長 (859-6150)(859-6149)  

 〃 武岡 光明 沖縄県建築士事務所協会会長 (879-1311)(870-1611)  

 〃 金城  稔 沖縄県電気工事業工業組合理事長 (855-5230)(833-1488)  

 〃 田端 一雄 沖縄県経営者協会常務理事 (859-6151)(859-6153) 

 〃 山田 義見 (株)創和ビジネス・マシンズ代表取締役社長 

   (855-5550)(834-7642)  

 〃 山内 昌博 拓南製鐵(株)常務取締役 (934-6822)(934-6833) （新任） 

 〃 古江 健太郎 西日本電信電話(株)沖縄支店長 (870-4010)(870-4040) （新任） 

 〃 喜久里 忍  琉球セメント(株)代表取締役社長 (870-1080)(870-1083) 

 〃 横田  哲 沖縄電力（株）取締役常務執行役員 (877-2341)(879-9861)  

 

〃 比嘉 広樹 琉球大学工学部工学科電気システム工学コース 教授 

   (895-8688)(895-8708) （新任） 

 〃 長田 康敬 琉球大学工学部工学科電子情報通信コース 教授  

 (895-8687)(895-8708)  

 〃 伊東 孝      琉球大学工学部工学科社会基盤デザインコース 教授 

  (895-8672)(895-8677)  

 〃 仲松 亮       琉球大学工学部工学科建築学コース 助教  
(895-8901)(895-8677) 

 〃  吉田 たけお 琉球大学工学部工学科知能情報コース 助教 

(895-8726)(895-8727) 

 

会計監事 新垣 宏 (株)沖縄環境保全研究所執行役員総務部長  

                        (934-7020)(934-7021)   

 〃 川満 秀昭 沖縄電力（株）執行役員送配電本部配電部長 

(877-2341)(877-3494) （新任） 

                                            

事務局（幹事・会計） 柴田 信一  琉球大学工学部工学科機械工学コース教授 

   (895-8611)(895-8636)    

 〃（幹事・会計補佐）永島 浩樹 琉球大学工学部工学科エネルギー環境工学コース助教   
   (895-8618)(895-8636) 

 
（工学部総務係）  (895-8589) 
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第 4 号議案 

令和３年度 琉球⼤学⼯学部後援会 事業計画（案） 
（令和３年 7 月 1 日～令和４年 6 月 30 日） 

 

No. 月  日 事       項 備    考 

1 ７月 
１４日 

会 議 
令和３年度琉球大学工学部後援会理事会 

場所：琉球大学工学部大会議室 
開催時間：午後 2 時 30 分～ 

2 ８月 会 議 
令和３年度琉球大学工学部後援会総会 

書面開催（懇親会は中止） 

3 １０月 
２４-２６日 沖縄の産業まつりへの参加 工学部教員による企業等との共同研究

開発などの展示と発表 

4 １２月中旬 キャリア形成⽀援セミナー 会員企業によるセミナーであり工学部
学生を結ぶ本会ならではの事業 

5 ３月上旬 就職説明会 会員企業の就職説明会であり工学部学
生を結ぶ本会ならではの事業 

6 随時 
⼤学内の研究活動の紹介 
工学部の教員や学生の活動および研究・

開発の紹介 

Web サイトや工連ニュースを通して、
工学部の研究教育活動を発信する。 

7 年数回 後援会のニュースを発⾏ 

本会のニュースを発行し、Web サイト
により後援会及び工学部の活動を発信
する。さらに後援会企業の紹介を工学
部 HP のニュース＆トピックスにて発
信予定。 

8 随時 

⼯学部学⽣への研究補助 
学部学生（工学科４系） 
博士前期課程（１専攻） 
博士後期課程（総合知能工学専攻、生産エ

ネルギー専攻） 

学部生・大学院生の研究発表及び研究
活動について補助する。 
4系：機械系・電気系・土木建築系・情
報系 

9 随時 ⼯学部の教育事業への補助 
工学部工学科４系のコースおよび博士
前期課程の教育研究事業に補助する。 
4 系：機械系・電気系・土木建築系・
情報系 

10 随時 ⼯学部運営・整備補助 工学部行事運営及び整備に補助する。 

11 随時 国際インターンシップ助成事業 
主としてグローバルエンジニアプログ
ラム対象学生の国際インターンシップ
や留学に関わる旅費等を補助する。 

12 随時 研究交流事業 
会員団体・企業と琉球大学工学部の技
術交流事業等を補助する。今年度で3年
目。 
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第 5 号議案 

令和３年度 琉球⼤学⼯学部後援会 予算（案） 
（令和３年 7 月 1 日～令和４年 6 月 30 日） 

1. 収入の部 
項 目 ３年度予算額 ２年度予算額 増 減 備    考 

1. 会費 

・団体会費 
・懇親会費 
・繰入れ金 

9,601,019 

6,250,000 

0 

3,351,019 

9,515,639 

6,850,000 

0 

2,665,639 

85,380 

△600,000 

0 

685,380 

 

5 万円×125 口（−12 口） 

総会は書面開催 

令和２年度より繰入れ 

2. 雑収入 

・利    息 
・寄    付 

100,981 

981 

100,000 

200,361 

361 

200,000 

△99,380 

620 

△100,000 

 

 

会費から雑収入に変更 

計 9,702,000 9,716,000 △14,000  

 
2. 支出の部 

項 目 ３年度予算額 ２年度予算額 増 減  

1. 会議費 

 ・理事会費 
 ・総会費 
 
2. 事業費 

・地域交流補助 
・広報・就職説明会 

  活動費 
 ・教育・研究活動補助 
・特別教育研究活動費 

  
・学部運営補助費 

 ・学部整備補助費 
 
・国際インターン 
  シップ助成事業 
 
 ・研究交流事業 
 

3. 運営費 

 ・事務管理費 
 ・事務補助費 
 
4. 予備費 

100,000 

10,000 

90,000 

 

6,900,000 

200,000 

400,000 

 

3,000,000 

1,200,000 

 

50,000 

50,000 

 

1,000,000 

 

 

1,000,000 

 

180,000 

60,000 

120,000 

 

2,522,000 

40,000 

10,000 

30,000 

 

6,900,000 

200,000 

400,000 

 

3,000,000 

1,200,000 

 

50,000 

50,000 

 

1,000,000 

 

 

1,000,000 

 

180,000 

60,000 

120,000 

 

2,596,000 

60,000 

0 

60,000 

 

0 

0 

0 

 

0 

0 

 

0 

0 

 

0 

 

 

0 

 

0 

0 

0 

 

△74,000 

理事会・総会に関わる費

用(アルバイト代を含む) 

総会資料の発送費用 

 

 
産業まつり等 
資料作成、郵送料、就職

説明会のアルバイト代等

75 万円×4 系 

資格試験の受験料等への

補助 
工学部事務部 

工学部事務部 

 

主にグローバルエンジニ

アプログラム学生に対す

る留学旅費等補助 
会員企業・団体との技術

交流事業等に対する補助 
 

事務用品等 

事務補助員 

計 9,702,000 9,716,000 △14,000  
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資料 A     琉球⼤学⼯学部後援会会則 
 

（名 称） 

第１条  この会は，琉球大学工学部後援会（以下「本会」という。）という。 

 

（目 的） 

第２条  本会は，琉球大学工学部の教育・研究活動を側面より支援すると共に，本県産学間

の共同研究を推進し，産業振興に寄与することを目的とする。 

 

（事 業） 

第３条  本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。 

  （１）琉球大学工学部の教育・研究活動の支援 

  （２）琉球大学工学部の整備充実及び発展の支援 

  （３）琉球大学工学部と県内産業界の共同研究並びに技術交流の推進 

  （４）その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 

（組 織） 

第４条  本会は，第 2条に規定する目的に賛同する企業・団体及び個人をもって組織する。 

第５条  本会は，会長，副会長 2名，理事若干名及び監事 2名を置く。 

        理事に琉球大学工学部長及び工学部教員若干名を加えることができる。 

  ２    役員の任期は，2年とする。ただし，再任を妨げない。 

 

（顧 問） 

第６条  本会は，顧問を置くことができる。 

 

（事務局） 

第７条 本会の事務を処理するため，事務局を琉球大学工学部に置く。 

 

（会 議） 

第８条  本会の会議は，総会及び理事会とする。総会は年に 1回開催する。 

  ２  理事会は，必要に応じてその都度開催する。 

 

（経 理） 

第９条  本会の業務に必要な経費は，会費及び寄付金をもって充てる。 

  ２  会費は企業，団体会員年額一口 5万円，個人会員同一口 1万円とする。 

  ３  会計年度は 7月 1日に始まり，翌年の 6月 30 日に終わる。 

 

（研究・教育活動の自主性の尊重） 

第１０条  本会の活動が琉球大学工学部の教育・研究活動の自主性を損い，あるいは研究発

表の自由を制限するものであってはならない。 

 
付 則 

  この会則は，平成元年 10 月 1日から施行する。 

付 則 

  この会則の一部変更は，理事会の承認のあった日から施行し，平成 6年 7月 26 日から適用する。 

付 則 

  この会則の一部変更は，理事会の承認のあった日から施行し，平成 19 年 8月 17 日から適用する。 

付 則 

  この会則の一部変更は，理事会の承認のあった日から施行し，平成 22 年 10 月 20 日から適用する。 
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資料 B    琉球⼤学⼯学部後援会会員⼀覧 
No. 団体 代表者 所在地 
1 一般社団法人沖縄県建設業協会 下地 米蔵 那覇市久茂地 2丁目 2番 2号 

2 公益社団法人沖縄県工業連合会 古波津 昇 那覇市松山 2丁目 25 番 1号 

3 沖縄県生コンクリート協同組合 山城 正守 浦添市沢岻 2丁目 17 番 1号 

4 沖縄県生コンクリート工業組合 島袋 等 那覇市安謝 1-23-8 

5 
沖縄北部地区生コンクリート協同組

合 
島袋 等 嘉手納町字屋良 1022 

6 一般社団法人 沖縄県経営者協会 田端 一雄 浦添市牧港五丁目 2番 1号 

    

No. 企業名 代表者 所在地 

1 
NEC ソリューションイノベータ株式

会社 
杉山 清 那覇市久茂地 2丁目 2番 2号 

2 株式会社エヌ・テック・システムズ 岸本 政善 那覇市松山 2丁目 25 番 1号 

3 株式会社オーシーシー 天久 進 浦添市沢岻 2丁目 17 番 1号 

4 株式会社オカノ 興儀 盛輝 那覇市安謝 1-23-8 

5 株式会社おきさん 富永 進 嘉手納町字屋良 1022 

6 株式会社沖縄エネテック 仲尾 理 浦添市牧港五丁目 2番 1号 

7 沖縄ガス株式会社 我那覇 力蔵 那覇市西 3-13-2 

8 拓南製作所株式会社 本部 紹吉 中城村字伊舎堂 354-4 

9 株式会社沖縄環境保全研究所 平良 辰二 うるま市字州崎 7-11 

10 沖縄製粉株式会社 竹内 一郎 那覇市通堂町 1-1 

11 株式会社沖縄設計センター 川満 一史 那覇市首里末吉町 3丁目 57 番地の 6 

12 沖縄テクノクリート株式会社 仲本 幸文 那覇市安謝 620 

13 沖縄テクノス株式会社 服部 高久 那覇市久茂地 1-3-1 

14 沖縄電力株式会社 島袋 清人 浦添市牧港 5-2-1 

15 
沖縄日立ネットワークシステムズ株

式会社 
新谷 尚文 那覇市おもろまち 1 丁目 3番 31 号 

16 金秀アルミ工業株式会社 呉屋 良和 西原町字掛保久 217 

17 金秀建設株式会社 宮城 理 那覇市旭町 112-1 

18 金秀鉄工株式会社 金城 淳 西原町字小波津 567 番地 

19 
岸本情報システム（岸本不動産株式

会社） 
岸本 政善 那覇市楚辺 1 丁目 1番 37 号 

20 株式会社国建 比嘉 盛朋 那覇市久茂地 1丁目 2番 20 号 

21 株式会社国際システム 小柳 俊治 那覇市壺川 3-2-4拓南ビル１F 

22 株式会社國場組 玉城 徹也 那覇市久茂地 3-21-1 

23 株式会社創和ビジネス・マシンズ 山田 義見 那覇市泉崎 2-23-2 

24 拓南製鐡株式会社 八木 実 那覇市壺川 3-2-4 

25 株式会社タップ沖縄事業所 金城 泰子 うるま市字前原 260-6 
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26 電気興業株式会社 佐久間  憲治 東京都千代田区丸の内 3-3-1(新東京ビル) 

27 西日本電信電話株式会社沖縄支店 畔上 修一 浦添市城間 4-35-1 

28 日本特殊研砥株式会社 堀江 南太郎 京都府南区吉祥院御池町拾八番地 

29 株式会社 VSN 天村 公祐 福岡市博多区博多駅前 2 丁目 19 番 24 号 

30 まさき電設株式会社 遠藤 茂樹 名古屋市北区上飯田北町 3-13 

31 
三菱電機ビルテクノサービス株式会

社 
高橋 眞美 東京都千代田区有楽町 1-7-1 

32 株式会社ユー・エス・イー 宇野 義隆 東京都渋谷区恵比寿 4-22-10 

33 理想科学工業株式会社 渡邊 紀洋 東京都港区芝 5-34-7 

34 琉球セメント株式会社 中村 秀樹 浦添市西洲 2-2-2 

35 琉球 Software株式会社 藤本 裕教 那覇市松尾 1-19-27ミルコ那覇ビル 6F 

36 株式会社りゅうせき 金城 克也 浦添市西洲 2-2-3 

37 株式会社 HEXEL Works 池田 照浩 東京都港区芝大門 1 丁目 1番 30 号 

38 株式会社ネットワーク 池間 正 浦添市西洲 2-6-6 組合会館 2階 

39 株式会社沖縄ソフトウェアセンター 松田 崇 うるま市字洲崎 14 番 17 

40 株式会社エム・ソフト 飯田 昌宏 東京都台東区東上野 2-18-10 

41 株式会社琉球ネットワークサービス 上原 啓司 那覇市久米 2丁目 4番 16 号 

42 株式会社開邦工業 玉寄 将 うるま市字洲崎 7 番地 19 

43 株式会社沖電工 大嶺 克成 那覇市壷川 2 丁目 11 番地 11 

44 株式会社 ODN ソリューション 佐和田 恵英 浦添市勢理客 4-17-11 

45 沖電グローバルシステムズ株式会社 照屋 武伸 那覇市古島 1丁目 15 番地の 10 

46 株式会社松村組 高田 志郎 浦添市牧港 4丁目 11 番 3号 

47 株式会社東海精機 川口 宗一 うるま市勝連南原 5192-32 

48 ホーコス株式会社 石黒 宏哉 広島県福山市草戸町 2-24-20 

49 株式会社興洋電子 多良間 洋二 那覇市字安謝 638 番地 

50 株式会社アルトナー 藤島 政彦 大阪市北区中之島 3-2-18住友中之島ビル 2F 

51 
株式会社ダイハツビジネスサポート

センター 
佐野 宏樹 うるま市兼箇段 61-1ビジネス棟 202 号室 

52 株式会社建研 宍戸 宏 東京都中央区日本橋堀留町 1丁目 4番 8号 

53 川田建設株式会社九州支店 西村 修 福岡市博多区博多駅東 2-5-19 

54 株式会社大進 山内 康功 鹿児島市新照院町 21-7 

55 株式会社シー・シー・ダブル琉球 金成 葉子 宜野湾市志真志 3-8-7 

56 株式会社琉球動力 藤田 哲郎 沖縄市字登川 2903 番地 

57 株式会社傳設計 岩本 茂美 福岡市中央区舞鶴 1-6-13 舞鶴 DS ビル 

58 
日産車体コンピュータサービス株式

会社 
大野 真也 那覇市久茂地 2-14-1 

59 
テックスエンジソリューションズ株

式会社 
小原 顕 東京都千代田区猿楽町 2丁目 8番 8号 

60 日本ケミコン株式会社 古賀 美早 東京都品川区大崎 5-6-4 

61 
パーソルプロセス＆テクノロジー株

式会社 
横道 浩一 那覇市旭町 1-9 カフーナ旭橋 B-1街区 3F 



 

 
 

13 

62 株式会社コンピュータマインド 中島 幸一 那覇市真嘉比 3-5-16 

63 沖電開発株式会社 知念 克明 浦添市牧港四丁目 11 番 3号 

64 
株式会社ナレッジクリエーションテ

クノロジー 
川村 雅之 東京都千代田区大手町 1-5-1 

65 三建設備工業株式会社九州支店 中村 五郎 福岡県福岡市博多区店屋町 1-35 

66 沖縄プラント工業株式会社 池宮 力 浦添市牧港 4丁目 11 番 3号 

67 
株式会社センスオブワンダーグルー

プ 
阿部 亨 東京都千代田区大手町二丁目２番１号 

68 ニチレキ株式会社 伊藤 達也 東京都千代田区九段北 4-3-29 

69 
日本トランスオーシャン航空株式会

社 
青木 紀将 那覇市山下町 3-24 

70 
安藤証券株式会社（美らヒルズ・マ

ネジメント株式会社） 
安藤 敏行 名護市字豊原 181 番地みらい 3号館 

71 ナイス沖縄株式会社 高浜 和彦 那覇市松山 1-1-19 JPR那覇ビル 6F 

72 

株式会社 オリエンタルコンサルタ

ンツ 

沖縄支社 

藪内 一彦 那覇市久茂地 2-22-10 

73 
クオリサイトテクノロジーズ株式会

社 
小森 彦太郎 名護市豊原 195 番地 3 みらい 2号館 

74 株式会社ヴィッツ沖縄 武田 英幸 那覇市久米 2丁目 4-14 

75 株式会社ドリーム・アーツ沖縄 勝連 哲也 那覇市前島 3-25-1 

76 株式会社アイティーオー 伊藤 哲弥 愛知県豊明市栄町西大根 30-21 

77 一弘電機株式会社 河合 麻古 愛知県名古屋市中区松原 3-2-13 

78 ヤシマ工業株式会社 仲田 一郎 那覇市久米 2-16-25 

79 琉球インタラクティブ株式会社 臼井 隆秀 宜野湾市大山 3丁目 11-32 

80 
ブライザ株式会社（株式会社オーエ

スピー） 
吉原 敏男 神奈川県横浜市中区相生町 6-104 

81 SCSK ニアショアシステムズ株式会社 田邑 富重 那覇市壺川１－３－４ 

82 株式会社クレスコ 冨永 宏 東京都 港区 港南 2-15-1 

83 前田建設工業株式会社 沖縄支店 若林 昭彦 那覇市西 1‐19‐9 タイラビル 5階 

84 ゼネラルエンジニアリング株式会社 加藤 靖之 東京都大田区南蒲田 2-16-1 

85 昭和アステック株式会社 堀江 健介 東京都港区東新橋 2-8-1 

86 荏原環境プラント株式会社 渡邉 良夫 東京都大田区羽田旭町 11-1 

87 株式会社アルプス技研 今村 篤 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-26-23 

88 スチールプランテック株式会社 殿木 亜紀彦 横浜市港北区新横浜 2-6-23 

89 株式会社ウォンツ 石川 清和 名古屋市中区栄３－１０－２２ 東朋ビル６F 

90 矢野建設株式会社 矢野 勇治 大阪府大阪市中央区南船場 4 丁目 6番 10 号 

91 株式会社 福地組 福地 裕吉 嘉手納町字水釜 112 番地 

92 大東建託株式会社 小林 克満 東京都港区港南２－１６－１ 

93 東電設計株式会社 大河原 正太郎 東京都江東区東雲 1 丁目 7 番 12 号 

94 三和工機株式会社 青木 健 東京都千代田区神田美倉町１２番地２ 

95 アイリスオーヤマ株式会社 大山 晃弘 大阪府大阪市中央区東心斎橋 1 丁目 20-16 



 

 
 

14 

96 エスエイティーティー株式会社 山畔 清明 東京都千代田区平河町一丁目 2番 10 号 

97 株式会社 東恩納組 東恩納 惟 豊見城市高安 594 番地 

98 株式会社エジソン 横山 浩正 東京都新宿区西新宿 3-8-3 

99 若築建設株式会社 五百蔵 良平 東京都目黒区下目黒 2-23-18 

100 南西石油株式会社 磯岡 一郎 西原町字小那覇 858 

101 株式会社屋部土建 津波 達也 名護市港２－６－５ 

102 株式会社ガリレオ 近藤 久義 名古屋市中区錦一丁目 6番 36 号 

103 株式会社サンテック 阿部 尚史 広島市中区大手町 5丁目 3-18 

104 I－PEX株式会社 土山 隆治 豊見城市字崎 3-59 ﾄﾖﾌﾟﾗ 303 

105 株式会社サザンクロスシステムズ 永田 英一郎 東京都荒川区西日暮里 2-22-3 

106 株木建設株式会社 株木 雅浩 東京都豊島区高田 3-31-5 

107 株式会社シークス 杉本 浩幸 愛知県名古屋市中区栄 3-13-20 

108 株式会社 BlueMeme 堀井洋裕樹 東京都千代田区神田錦町 3-20 

109 株式会社仲本工業 仲本 豊 美里 6-5-1 

110 株式会社横河ブリッジ 那覇営業所 真喜志 一寛 那覇市前島二丁目 9番 5号-205 

111 川田工業株式会社 沖縄営業所 比嘉 智 那覇市久茂地 3丁目 22 番 1号 

112 宮地エンジニアリング株式会社 石崎 浩 那覇市泉崎 2 丁目 103−28 

113 株式会社建築資料研究社 松山 大輔 那覇市安謝 2-3-7 

114 株式会社高木製作所 寺町 泰晃 愛知県岡崎市牧平町字岩田 3番 41 

115 栗原工業株式会社 栗原 信英 大阪市北区南森町 1-4-24 

116 興南施設管理株式会社 屋良 学 浦添市牧港 1-60-6 

117 株式会社ヒップ 田中 吉武 福岡県福岡市博多区博多駅東 1-12-5 

118 戸田建設株式会社 今井 雅則 那覇市久茂地 2-3-9 7階 

119 全保連株式会社 迫 幸治 那覇市字天久 905 番地 

120 ㈱日本ピーエス 有馬 浩史 福井県敦賀市若泉町 3 

121 株式会社 照正組 照屋圭太 沖縄県那覇市字国場 1170 番地の 6 

122 日本ビジネスシステムズ株式会社 播磨謙介 沖縄県那覇市西 2－15－1 

123 株式会社 太名嘉組 名嘉太助 沖縄県浦添市大平 2-1-1 

124 日本ファブテック株式会社 野上 勇 茨城県取手市下高井 1020 

125 株式会社アクセルエンターメディア 田島 満 那覇市松山 2-1-12 

126 
沖繩ビジネスソリューションズ株式

会社 
宜保祐樹 沖縄県浦添市勢理客 4-13-1 

127 光電気工事株式会社 金城 正司 沖縄県 宜野湾市 字 我如古４０８－１ 

128 株式会社りゅうせきフロントライン 上運天清 沖縄県浦添市勢理客 4-20-1 

129 株式会社 IHIインフラシステム 石原進 沖縄県那覇市久茂地 2-14-3朝日生命沖縄ビル 
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資料 C    令和 2 年度 新規⼊会企業会員⼀覧 
（資料 B より新規⼊会企業のみを抜粋） 

 
新規加入企業一覧（９社） 

 企業名 所在地 
1 株式会社 照正組 沖縄県那覇市字国場 1170 番地の 6 

2 日本ビジネスシステムズ株式会社 沖縄県那覇市西 2－15－1  

3 株式会社 太名嘉組 沖縄県浦添市大平 2-1-1 

4 日本ファブテック株式会社 茨城県取手市下高井 1020 

5 
株式会社アクセルエンターメディ

ア 
那覇市松山 2-1-12 

6 
沖繩ビジネスソリューションズ株

式会社 
沖縄県浦添市勢理客 4-13-1 

7 光電気工事株式会社 沖縄県 宜野湾市 字 我如古４０８－１ 

8 
株式会社りゅうせきフロントライ

ン 
沖縄県浦添市勢理客 4-20-1 

9 株式会社 IHI インフラシステム 沖縄県那覇市久茂地 2-14-3 朝日生命沖縄ビル 

 

2021 年 6 月 30 日 現在 
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資料 D キャリア形成⽀援セミナー及び就職説明会 

 

 

工学部後援会主催

対 象：工学部3年次，理工学研究科工系修士1年

（2021年度（2022年3月卒業・修了）予定の学生）
日 時：① 12月9日(水) 9:50～16:40 ② 12月16日(水) 9:50～17:30

会 場：地域創生総合研究棟 5Fおよび1F

内 容：参加企業が卒業後のキャリア形成に資する業種ごとの

社会人入門セミナー※を行います。
※社会人の心得、業界・職種の内容・魅力、業界の位置づけ、学問と実務の関係、等々

※私服の参加可能です。
※企業毎に完全予約制です。右のQRコードから申し込んでください。

※マスクの着用＆当日の検温などコロナ対策のマナーを守って参加してください！

進路選択の助⾔
5８社集まる︕

参加企業一覧（１２月９日 ２８社）*全て工学部後援会会員企業

教室定員は参加可能な学生数の上限、参加は先着順
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参加企業一覧（１２月１６日 ３０社）*全て工学部後援会会員企業

教室定員は参加可能な学生数の上限、参加は先着順
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資料 E 国際インターンシップ助成事業 
 

事業目的 

 工学部では、2017 年度に学部改組を行い、国際社会に貢献するグローバルな高度専門技術者

を育成を目的に、英語によるコミュニケーション能力強化科目（技術英語、国際協力論、国際インタ

ーンシップ等）を設定し、コース専門科目と大学院科目を連携する体系化された６年間一貫のグロ

ーバルエンジニア（GE）プログラムを開設した。本事業は、その GE 学生に対する海外での国際イン

ターンシップや留学時の旅費などの支援を行うものである。なお、本事業はGE学生（約35名／年）

を優先するものであるが、一般学生および大学院生の国際インターンシップも対象とする。 
 
支援事業予算 

100 万円／年 （想定：4～5 名程度、引率教員含む） 
 
派遣可能地域 

 原則として、琉球大学工学部との交流協定大学もしくは琉球大学との交流大学とする。なお、海

外において事業所のある民間企業へのインターンシップは事前協定を前提に派遣を可能とする。 
 
派遣期間 

 原則、夏季休業、春季休業期間中とする。単位は、学部学生は「国際インターンシップ」、大学院

生は「インターンシップ」、「学外研修」で認定する。 
 
選定方法 

 募集要項に基づいて公募し、志望理由、学業成績、コース間バランス等を考慮して、工学部選考

委員会（委員長：工学部長）で選抜する。 
 
予算管理方法 

 「学生の奨学支援を目的とする奨学寄附金」として手続きし、工学部総務係で予算を管理する。 
 
特記事項 

 支援学生は、後援会総会等で報告を行う。 
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海外協定校（琉球大学）96 大学・機関 36 カ国・地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※下線は部局間交流協定 
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資料 F    研究交流事業および令和２年度の事業報告 
 

事業目的 

 企業ニーズと工学部の研究との技術交流または研究交流を通して、学生並びに教員の研究を支

援し、人的交流および技術交流を推進し、さらに共同研究への発展を目的とする。 (後援会会則

第 2条 目的、第 3条(3) 事業） 
 
運営方法 

 教職員で構成する運営WG を設置し、以下のステップで対象研究の選定を進める。  

① 交流希望の企業は、後援会 HP等に掲載するアンケート（交流申請書）を提出してもらう。 

② 交流申請書に基づき、運営WG は大学研究室とのマッチングを行う。 

③ 企業と大学研究室（教員と学生）との打合わせを行い、交流成立した後に交流支援金を配分 

し、研究を開始する。 

    
 
事業予算 

 100 万円以下(20 万円以下／件） 
 
 
特記事項 

・企業側のニーズは、学生の修論・卒論テーマとなることを想定している。 

・大学側は、共同研究等の外部資金獲得へ繋がることを期待している。 

※WG メンバー：後援会副会長・理事（大学教員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

22 

令和 2 年度「研究交流事業」に関する企業ニーズアンケート 
 
FAX 返信先：(098)895-8727 
琉球大学工学部後援会事務局 担当 遠藤、吉田 行 

 
2020 年 8 ⽉ 11 ⽇ 

「研究交流事業」に関する企業ニーズアンケート 
                           

 琉球⼤学⼯学部後援会事務局 
 

 昨年度より実施している「研究交流事業」は、企業ニーズと⼯学部の研究との技術交流または研究交流を通して、
学⽣並びに教員の研究を⽀援し、⼈的交流および技術交流の推進を⽬的としています。さらに⼤学との共同研究への
発展を⽬指しています。本アンケートは、会員企業の皆様のニーズやご意⾒を反映した研究交流事業にしたいと考えて
おりますので、ご協⼒の程よろしくお願いします。 
 

ご回答いただけましたら、琉球⼤学⼯学部後援会事務局まで FAX にてご送付お願
いいたします。また、以下のフォームからもご回答いただけます。 

https://forms.gle/WBkVK3p4aevJGhkY7 （右の QR コードでも可） 
提出期限︓2020 年 10 ⽉ 31 ⽇ 
 
 
 
企業名:                                     
 
回答者⽒名と連絡メール:                                                                      
 
 
問 1、 御社で技術に関連した課題(テーマ)をお持ちでしたら教えてください。(どんなテーマでも可) 
 
 
 
 
 
問 2、 ⼯学部に相談したい技術課題がありましたら教えてください。 
 
 
 
 
 
問 3、 ⼯学部の教員および学⽣との交流の中で実施したい取り組み等ありましたら教えてください。 
 
 
 
 
 
問 4、その他(⾃由意⾒) 
 
 
 
 
 
 
 
以上です。ご協⼒ありがとうございます。 
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研究交流事業実施状況 
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資料 G 

令和２年度 琉球大学工学部後援会補助による研究活動一覧 

コース名：機械系コース, 専攻名：機械システム工学                           合計２４名 

年月日 補助対象者 補助内容 テーマ 指導教員 

令和 3年

2 月 12

日 

藤澤孝太 学会費 CBI学会 宮田龍太 

令和 2年

10 月 27

〜30 日 

藤澤孝太 
CBI学会 2020

年大会参加費 

Selecting the genes related to COVID-

19 with PCA-based unsupervised feature 

extraction 

宮田龍太 

令和 2年

2月 12 日 
藤澤孝太 学会費 日本バイオインフォマティクス学会 宮田龍太 

令和 2年

9月 1日-

3 日 

藤澤孝太 

日本バイオイ

ンフォマティ

クス学会年会

参加費 

Selecting the genes related to breast 

cancer by combining the unsupervised 

machine learning and enrichment 

analysis  

宮田龍太 

令和 3年

3月 10 日 
張 学超 

日本機械学会

九州支部第 74

期総会・講演

会参加登録費 

Mg合金 AZ31 の疲労き裂進展に及ぼす水分

の影響 
真壁朝敏 

令和 3年

1月 29 日 
張 学超 年会費 日本機械学会 真壁朝敏 

令和 2年

12 月 21

日-23 日 

河田 侑樹 

第 34 回数値

流体力学シン

ポジウム 事前

参加登録費 

高速非定常噴流と水滴の干渉に関する研

究 
屋我 実 

令和 3年

3月 9日 
富田 純矢 年会費 衝撃波シンポジウム 屋我 実 

令和 3年

月 4日 
上原 和紗 年会費 日本機械学会 石川正明 

令和 2年

12 月 21

日-23 日 

山川 健斗 

第３４回数値流

体力学シンポ

ジウム  参加

費 

水中における同軸気液二相噴流に関する

研究 
屋我 実 

令和 2年

月 12-13

日 

平良 日向子 

第 30 回日本

乳癌画像研究

会 

SynSeg-Net による乳がんデジタル病理画

像の腫瘍と間質領域の認識 
倉田耕治 

令和 3年

3月 2日 
吉田 裕行 学会費 情報処理学会 宮田龍太 

令和 3年

2月 12 日 
上地恭平 年会費 日本機械学会 藤川正毅 

令和 3年

3月 9日 
上地恭平 

九州学生会５２

回卒業研究発

表講演会 

工業用ゴム材料の応力緩和挙動の予測法

とその性能評価 
藤川正毅 

令和 3年

3月 12 日 
乾 義貴 学会費 腐食防食学会 押川 渡 

令和 3年

2月 12 日 
奥田 泰希 年会費 日本機械学会 永島浩樹 
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令和 3年

2月 12 日 
知花 巧磨 年会費 日本機械学会 

永島 浩

樹 

令和 3年

3月 9日 
知花 巧磨 

第 52 回学生

員卒業研究発

表講演会参加

費 

Dual-Phase 固体酸化物電解質膜内の粒

界が酸素拡散に及ぼす影   響に関する

分子動力学的解析 

永島浩樹 

令和 3年

3月 9日 
中城 盛恵 

第 52 回学生

員卒業研究発

表講演会参加

費 

繰り返し引っ張り圧縮における圧縮変形が

転位組織に及ぼす影響 
近藤了嗣 

令和 3年

3月 4日 
中城 盛恵 年会費 日本機械学会 近藤了嗣 

令和 2年

12 月 21

日-23 日 

MALL SANJEEV 

KUMAR 

第 34 回数値

流体力学シン

ポジウム参加

費 

Effects of Piezo ceramic actuator at throat 

on transonic flow 
屋我 実 

令和 3年

4月 16 日 
Kahn MD Sefat 論文投稿費 

Fabrication of 9,9’-Bis(aryl) fluorene-

modified Nanocellulose Bamboo Fiber 

Composite 

柴田信一 

令和 3年

4月 21 日 
原田哲利 

学会入会費お

よび学会参加

登録費 

再生骨材粉末を用いたゼオライト合成に関

する基礎的研究 
神田康行 

令和 3年

4月 21 日 
新城友秀 機器分析費用 

放電プラズマ焼結法による廃コンクリート粉

末および首里城破損瓦粉末を用いたセラミ

ックスの作製 

神田康行 

 

 

コース名：建築学コース(１０名), 専攻名： 境建設工学専攻建築コース(２４名)            合計３４名 
年月日 補助対象者 補助内容 テーマ 指導教員 

令和 3年

3月 7日 

TANGDILINTIN 

Ferdianta 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

Adaptation of Traditional House 

Ornamentation in Contemporary 

Building − Case Study: Traditional 

House of Torajanese − 

入江徹 

令和 2年

9月８日

〜9 月 9

日 

TANGDILINTIN 

Ferdianta 

2020 年度日本

建築学会大会

(関東) 

Transformation of Traditional 

Architecture in Contemporary Building 

“Case study: Traditional House of 

Torajanese” 

入江徹 

令和 2年

9月８日

〜9 月 9

日 

Vorrakan 

Pienroj 

2020 年度日本

建築学会大会

(関東) 

Architectural History and Design 

Methods in Thailand During The Year 

1974 - 1989 Case of the Auditorium 

of King Mongkut's Institute of 

Technology Ladkrabang 

入江徹 

令和 3年

3月 7日 
真栄田裕 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

建築家大城龍太郎の建築と都市に関する

執筆活動について 
入江徹 

令和 3年

3月 7日 
仲川凜 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

沖縄県アンダー40 設計競技「ティーダフ

ラッグス」応募作品におけるプレゼンテ

ーションシートに関する研究 - 2011 年

入江徹 
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度から 2019 年度までの応募作品を通し

て - 

令和 2年

9月８日

〜9 月 9

日 

仲川凜 

2020 年度日本

建築学会大会

(関東) 

沖縄県アンダー40 設計競技「ティーダフ

ラッグス」応募作品における伝統的ワー

ドについて −2011 年度から 2019 年度ま

での応募作品を通して− 

入江徹 

令和 3年

3月 7日 
矢崎孝幸 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

建築家金城俊光の建築への取り組みにつ

いて 

- 現代建築設計事務所の作品を通して - 

入江徹 

令和 2年

9月 1日 

Farooqi JAVED 

AHMAD 

建築学会計画

系論文集（採

択） 

A STUDY ON THE LAND USE 

TRANSFORMATION AND PRESERVATION 

OF THE HISTORICAL HERITAGES OF THE 

KANDAHAR OLD CITY - In case of the 

Ahmad Shahi city- 

小野尋子 

令和 2年

9月 1日 

Habibi Said 

Mustafa 

建築学会計画

系論文集（採

択） 

A STUDY ON THE LAND USE 

TRANSFORMATION AND PRESERVATION 

OF THE HISTORICAL HERITAGES OF THE 

KANDAHAR OLD CITY - In case of the 

Ahmad Shahi city- 

小野尋子 

令和 3年

3月 7日 
新垣翔也 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

首里城周辺市街地の都市形成変遷 その２ 

戦後の琉球大学建設と移設、首里城復興

及び公園開園から焼失にかけて 

小野尋子 

令和 3年

3月 7日 
伊勢崎銀河 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

地方都市における市街地再開発の事業規

模に関する研究 

 那覇市牧志・安里地区を対象として 

小野尋子 

令和 3年

3月 7日 
北原三華子 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

大規模市街地再開発における地権者およ

び周辺住民の合意過程について 

 六本木ヒルズを事例にして 

小野尋子 

令和 3年

3月 7日 
島袋結世 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

沖縄県における米軍基地前歓楽街の変遷

についての研究 

 金武町・新開地を対象にして 

小野尋子 

令和 3年

3月 7日 
當真剛輝 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

事業完了後の市街地再開発事業のマネジ

メントに着目した事業デザインに関する

研究 

 沖縄県内の再開発事業地区を事例とし

て 

小野尋子 

令和 3年

3月 7日 
藤井夢子 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

子育て空間としてみたニュータウン及び

周辺市街地の比較研究 

 東広島ニュータウン及び周辺地区を対

象として 

小野尋子 

令和 3年

3月 7日 
堀部翼 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

軌道交通が都市空間に与える影響につい

て 

 - 沖縄都市モノレールを対象にして- 

小野尋子 

令和 3年

3月 7日 
陸聖仁 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

首里城周辺市街地の都市形成変遷 その 1 

 琉球王朝時代から大正後期にかけて 
小野尋子 
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令和 3年

3月 7日 
請舛 慧 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

沖縄本島海岸付近の飛来塩分予測におけ

る機械学習の適用 
崎原康平 

令和 2年

10 月 15

日〜10 月

16 日 

足立 丞 

コンクリート

構造物の補

修，補強，ア

ップグレード

シンポジウム 

機械学習によるコンクリート屋内促進試

験の塩化物イオン浸透予測に関する研究 
崎原康平 

令和 2年

7月 8日

〜7 月 10

日 

足立 丞 

コンクリート

工学年次大会

2020（広島） 

機械学習による屋外暴露試験に供したコ

ンクリートの塩化物イオン浸透予測に関

する研究 

崎原康平 

令和 2年

9月８日

〜9 月 9

日 

足立 丞 

2020 年度日本

建築学会大会

（関東） 

ランダムフォレストによる屋内促進試験

に供したコンクリート中への塩化物浸透

予測 

崎原康平 

令和 3年

3月 7日 
足立 丞 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

機械学習および拡散方程式によるコンク

リート中の塩分浸透予測に関する研究 
崎原康平 

令和 3年

3月 7日 
森田聖也 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

学童保育施設における子どもの行為と空

間構成の関係の改善の実践 
清水肇 

令和 2年

9月８日

〜9 月 9

日 

三原唯 

2020 年度日本

建築学会大会

（関東） 

学童保育における発達障害の子どもの生

活と施設環境の関係に関する研究 
清水肇 

令和 2年

9月８日

〜9 月 9

日 

森田聖也 

2020 年度日本

建築学会大会

（関東） 

学戸保育施設における子どもの過ごし方

と空間構成の関係に関する研究 
清水肇 

令和 2年

7月 1日 

Mohammad Zahid 

NOORI 

コンクリート

工学年次大会

2020(広島) 

Experimental Investigation of 

Reinforced Concrete Columns 

Retrofitted by Thick Hybrid Wall 

中田幸造 

令和 2年

8月 27 日

〜8 月 28

日 

Mohammad Zahid 

NOORI 

Sixth 

International 

Conference on 

Construction 

Materials 

Flexural Strength Evaluations of 

Mini-Hybrid Shear Walls Composed of 

PC Bars and Steel Plates 

中田幸造 

令和 2年

9月８日

〜9 月 9

日 

Mohammad Zahid 

NOORI 

2020 年度日本

建築学会大会

（関東） 

Experimental Investigation of 

Reinforced Concrete Columns 

Retrofitted by Thick Hybrid Wign-Wall 

中田幸造 

令和 3年

3月 7日 
安室梨乃 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

各種セメントを用いたコンクリート中の

溶融亜鉛めっき鉄筋の塩害劣化に関する

解析的検討 

山田義智 

令和 2年

7月 1日 
清水寛太 

コンクリート

工学年次大会

2020(広島) 

振動下における低粉体系高流動コンクリ

ートの推定レオロジー定数と間隙通過性

および材料分離抵抗性に関する実験的研

究 

山田義智 
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令和 3年

3月 7日 
清水寛太 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

ランダムフォレストによる高流動コンク

リートのフレッシュ性状推定 
山田義智 

令和 2年

9月８日

〜9 月 9

日 

清水寛太 

2020 年度日本

建築学会大会

(関東) 

振動下における高流動コンクリートのレ

オロジー定数の推定および間隙通過性に

関する実験的研究 

山田義智 

令和 3年

3月 7日 
肖春彦 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

沖縄県生コンクリートの暑中期に おける

コンクリート温度の実態調査とコンクリ

ート温度の予測 

山田義智 

令和 3年

3月 7日 
比嘉龍一 

2020 年度日本

建築学会九州

支部研究発表

会 

モルタルフロー試験によるレオロジー定

数推定及び MPS法を用いたモルタルフロ

ー試験の再現 

山田義智 

 

コース名；社会基盤 専攻名： 環境建設工学専攻                           合計４２名 

年月日 補助対象者 補助内容 テーマ 指導教員 

令和 2 年

12 月 3 日

～4日 

西村 伊吹 

第 14 回地盤

改良シンポ

ジウム 

微生物増殖を加味した MICP シミュレーシ

ョン技術の開発 
松原 仁 

令和 2 年

7 月 21 日

～7 月 23

日 

西村 伊吹 

第 55 回地盤

工学研究発

表会 

MICP による強度発現現象に関するシミュ

レーション研究 
松原 仁 

令和 2 年

7 月 21 日

～23 日 

上西 遼 

第 55 回地盤

工学研究発

表会 

凝灰角礫岩に発達した指状珪酸塩鉱物の

成因と形態学的特徴 
松原 仁 

令和 3 年

1 月 9 日

～10 日 

荒木悠太郎 

第 15 回岩の

力学国内シ

ンポジウム 

ボーリング及びボアホールカメラによる

琉球石灰岩岩盤の評価 
伊東 孝 

令和 3 年

1 月 9 日

～10 日 

玉城 道雄 

第 15 回岩の

力学国内シ

ンポジウム 

上部に琉球石灰岩の有無が島尻層群泥岩

内における超近接トンネルの変形挙動に

与える影響の解析的検討 

 

伊東 孝 

令和 3 年

1 月 9 日

～10 日 

村山 有祈 

第 15 回岩の

力学国内シ

ンポジウム 

六角形のブロックで構成される岩盤斜面

の動的安定性に関する実験および解析的

検討 

伊東 孝 

令和 2 年
我部新 

 
令和2年度沖

縄ブロック

Bluetooth スキャナを用いた流動調査の

可能性-八重山地域を対象として- 
神谷 大
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8 月 26 日 国土交通研

究会 

 介 

令和 2 年

8月 26 日 

赤星拓哉 

 

令和2年度沖

縄ブロック

国土交通研

究会 

被災経験・自主防災活動と水害避難に関す

る分析～2017 年九州北部豪雨を対象とし

て～ 

 

神谷 大

介 

令和 2 年

8月 26 日 

チョウカン

キ 

 

令和2年度沖

縄ブロック

国土交通研

究会 

外国人観光客の周遊行動に関する基礎分

析-八重山地域を対象として- 

 

神谷 大

介 
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!" 2 # 9

$ 24 %&

26 % 

Abdul Khaliq 

Karimi 

The 4th 

International 

Conference on 

Building 

Materials and 

Materials 

Engineering 

A Numerical study on the control of horizontal 

cracking at the ends of BS22 type hollow PC-

girder utilizing Midas FEA/Online 

de f g  

!" 2 # 9

$ 24 %&

9 $ 26 % 

Bashir Ahmad 

Aasim 

The 4th 

International 

Conference on 

Building 

Materials and 

Materials 

Engineering 

Assessment of a Real life Concrete Bridge 

Structure using Vibration-based Damage 

Detection Method/Online 

de f g  
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!" 3 # 1

$ 13 %  
佐藤 由哉 

/ 10 0kl

-.mnon

pq.rst

uvw.  

蛍光 X 線分析装置を用いたコンクリート

表面の塩分浸透挙動に関する基礎研究 
deg  

!" 3 # 1

$ 13 %  
知花 開 

/ 10 0kl

-.mnon

pq.rst

uvw.  

‡„KLM}~26•5€6:žŸ: ¡[¢

‚Ÿ£¤K¥¦:\§R\TUtu  
Š(‹Œ  

!" 3 # 1

$ 13 %  
稲福 亮 

/ 10 0kl

-.mnon

pq.rst

uvw.  

長期暴露後のモルタル供試体の物質移動

性状の変化に関する研究 
Š(‹Œ  

!" 3 # 1

$ 13 %  
古田 泰祐 

/ 10 0kl

-.mnon

pq.rst

uvw.  

ASR JKLM123456789RSTU X V
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池田 季裕 
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藤原 滉大 
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!" 3 # 1

$ 13 %  
ãiäå  

kl-.mn

onpq./

10 0rstu

vw.  
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!" 3 # 1
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KE4  ?L®
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FATIGUE PROPERTIES OF SHEAR 

RIBSWELDED TO THE LOWER FLANGE 

OFSTEEL GIRDERS 

下里哲弘 

!" 2 #

11 $  
福森匡泰 

土木学会論

文集B2（海岸

工学)  

透過型人工リーフの水理学的特性に関す

る研究 
 

仲座栄三 

!" 2 # 6

$  
本屋敷涼 

土木学会論

文集 B2 (海

岸工学 

高いステップを有する階段式護岸上の水

理特性に関する研究 
仲座栄三 

!" 2 # 9

$  
奥間海 

JOSDPER 
(River Eng.) 自然石を用いた水制効果に関する研究 仲座栄三 

!" 2 # 9

$  
玉城,正寛 

JOSDPER 
(Coastal 
Eng.) 

自然海岸における人工的巻波砕波形成へ

の挑戦 
仲座栄三 

!" 2 # 9

$  

Mohammad 
S. FROTAN 

Journal of 
JSCE 

SURFACE WATER RESOURCES OF 
AFGHANISTAN'S NORTHERN RIVER 
BASIN AND THE EFFECT OF 
CLIMATE CHANGE OVER A 60-YEAR 
PERIOD 
 

仲座栄三 

!" 2 #

12 $  
與儀  開 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 
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!" 2 #

12 $  
荒木 駿輔 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 

!" 2 #

12 $  
國吉 魁 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 

!" 2 #

12 $  
豊嶋 康祐 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 

!" 2 #

12 $  
藤井 辰哉 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 

!" 2 #

12 $  
棚原 知宏 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 

!" 2 #

12 $  
與那  太一 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 

!" 2 #

12 $  
磯部 喬幸 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 

!" 2 #

12 $  
池原 優樹 土木学会 土木技術検定試験合格者 仲座栄三 

 

専攻名： 電気電子工学専攻（3 名）                                            合計 3 名 

#$%  ;VSWX  補助内容 テーマ YZ[\  

!" 2 #

12 $ 31 %  
î] f >^  

Journal of 

Bioinformatics and 

Neuroscience 

Computer Assisted Surgical Educational 

System Using Virtual Reality: Bleeding and 

Anatomical models 

_` f ab  

!" 2 #

12 $ 31 %  
1< f #c  

Journal of 

Advanced Control, 

Automation and 

Robotics 

EMG-Based Controller Using Machine 

Learning: Evaluation of Controlling a Virtual 

Hand 

_` f ab  

!" 2 #

12 $ 31 %  
de  f%g  

Journal of 

Advanced Control, 

Automation and 

Robotics 

A Self-Feeding Assistive Robotic Arm for 

People with Physical Disabilities of the 

Extremities: Performance Evaluation of 

Eating 

_` f ab  

                                                

専攻名： 知能情報コース                                          合計１０名 

#$%  ;VSWX  補助内容 テーマ 指導教員 

R2. 10/5
～10/6 

Phauk 
Sokkhey 

ICSCAIA 2020: 
22th 
International 

Developing Academic 
Performance Prediction System 
for Predicting Poor -performing 

岡﨑 威生 
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Conference on 
Soft 
Computing, 
Artificial 
Intelligent and 
Applications. 

Students Using Educational 
Data Mining Techniques.  

R2. 9/1～
9/3 

松尾 壮晃  FIT2020 模倣学習アルゴリズムを利用した

階層構造カテゴリ文書の分類 
岡﨑 威生 

R2. 7/3～
7/6 

DIOP Papa 
Moussa 

ITC-CSCC2020 A Machine Learning to 
Classification of Okra  

名嘉村盛和 

R2. 11/24
～11/27 

喜屋武 将也 CANDAR2020 Optimal Resource Allocation for 
Machine Learning Tasks in 
Distributed Computing 
Environments  

名嘉村盛和 

R2. 9/1～
9/3 

松本 涼 FIT2020 第 19 回

情報科学技術フォ

ーラム 

試験問題画像からの XML メタ

タグ検出 
遠藤 聡志 

R2. 9/1～
9/3 

大城 慶知 FIT2020 第 19 回

情報科学技術フォ

ーラム 

少量のラベル付きデータを用いた

蚊の分類学習方法の検討 
遠藤 聡志 

R2. 9/1～
9/3 

丸山 元輝 FIT2020 第 19 回

情報科学技術フォ

ーラム 

サブゴールによる内発的報酬を用

いたモデルベース深層強化学習の

考察 

遠藤 聡志 

R2. 09/1
～9/3 

髙嶺 潮 FIT2020 第 19 回

情報科学技術フォ

ーラム 

深度と深度勾配の相互変換による

Multi -task learning を活用した

教師なし単眼深度推定 

遠藤 聡志 

R2. 12/5
～12/7 

髙嶺 潮 SCIS&ISIS2020 Monocular Depth Estimation 
with a Multi -task and Multiple -
input Architecture Using Depth 
Gradient  

遠藤 聡志 

R2. 11/14 亀沢 佑一 教育システム情報学

会 第４回研究会 
利き手交換リハビリテーション法を用

いた運筆動作訓練システムの開発と

その評価 

國田 樹 
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分野 学部 大学院 合計 

機械系 

機械工学・エネルギー環境工学 
14 0 14 

環境建設系 

建築学・社会基盤 
8 1 9 

電気電子系 

電気システム・電子情報通信 
12 4 16 

情報系 

知能情報 
7 3 10 

合計 41 8 49 
 

!" # $% &'()*+,-. / #0 12 &
SCSK ニアショアシステムズ株式会社 

沖電グローバルシステムズ株式会社 

沖縄ガス株式会社 

沖縄プラント工業株式会社 

沖縄電力株式会社 

沖縄日立ネットワークシステムズ株式会社 

株式会社 VSN 

株式会社アイティーオー 

株式会社アルトナー 

株式会社アルプス技研 

株式会社ウォンツ 

株式会社エヌ・テック・システムズ 

株式会社オカノ 

株式会社ダイハツビジネスサポートセンター 

株式会社ネットワーク 

株式会社りゅうせき 

株式会社沖電工 

株式会社国建 

株式会社国際システム 

株式会社仲本工業 

株式会社琉球セメント 

株式会社國場組 

金秀建設株式会社 

戸田建設株式会社 

若築建設株式会社 

拓南製作所株式会社 

東電設計株式会社 

南西石油株式会社 
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資料 J  企業冊⼦（会員企業紹介）  
'(34*56789:;<=>?@ABCDE
FDGHIJKLMNOIPQORST*+,-U
VWXIY< RZ [ &
&

・１企業あたりのスペースは、A４用紙半分。 

&
・作成した冊子は工学部の学生へ配布し工学部

HP へ掲載した。 
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資料 K ⼯学部 SNS の紹介 
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